
白
馬
會
展
覽
會
水
彩
畫
批
評
　
　
　
晩
　

霞

公
設
美
術
展
覽

會
に
先
立
ち
、
白
馬
會
展
覽

會
は
舊
博
覽

會
の
二
號
館

に

於

て
十
月

七
日

よ
り

開
會

さ
れ

た
、

三
宅
克
克
已

君

よ
り

招
待
券

を
送

ら
れ
、

九

日

の
午

前

石
井

河
合
兩

氏

と
共

に
參
觀

し
た
、

開
會

間

も
無

き

事

で

あ

る

か

ら
、
出
品
者

の

姓

名
と
畫

題

と

が
無

く
、
批
評

す

る
上

に
大

に

困
難

し
た
、
先

づ
水

彩
畫

に
就

て

惑

じ

た

の

は

、
今
迄
白
馬

會
の
展
覽
會

に
は
、
水
彩
畫
も
油
繪

も
混
交
し
て
陣
列
さ
れ
た
の
で
、
自

然
水
彩
畫

は
調
子
が
弱
く
、
油
繪

に
視
力
を
奪
は
れ
て
大
に
不
利
で
あ
つ

た
が
、
本

年

は
水
彩
畫

陳

列
室
を
區

分
さ
れ

て
、
水

彩
畫

の
光
彩

を

一
段

添

へ
た

の
は
快
感

を
覺

え
た
、
さ

れ
ど

、
一の
室

を
し
て
喫

煙
場

と
し
た

の

は
如
何

の
も

の
に

や
、

そ

れ
は
兎

に
角

石
井
柏
亭

氏
の
評
は
左

の
通
り
で

あ

る
。

　
　

三
宅

君

ス
ケ
ツ

チ

は
數

多
く
あ

る
が
、
直
感

的

の
も
の
が
稀
で
あ

る
樣

に
思
ふ
。

(
一
〇
一

)
の
立
木

の
畫

は
、
黄

ば

ん
だ
光
線

に
充

ち
た
暖

い
作
で

あ

る
。

日
暮

の
や
う

な

も
の
で

一
寸
感

じ

の
よ

い
の
も
あ

る
。
稍

大
き
な

三
枚

の

如

き

は
、
力

を
盡

さ

れ
た

も
の
ら
し

い
が
、
殊
更

に
古

び
さ

せ
た
樣

な
色

が
面

白
く
な

い
。

　
　

中
澤

君

ヴ
イ

ゴ
ラ

ス
で

面
白

い
が

、
靑

い
影

が
よ
く

こ
な

れ
て
居

な

い
と
思

ふ
。

少

し
大
き

な
松

の
あ

る
海
岸

の
景

は
失
敗

の
作

だ
。
男

の
肖

像

は

よ
く

出

來

て
居
る

。

　
　

山
本
君

水

彩
畫

の
水

々
し
た
處

は
な

い
が

、
忠

實
に
寫

さ
れ
た

る
處

を
と

る
。

次

に
河
合
新
藏

氏

の
評
は

　
　

三
宅

君

(
一
七

五

雲

の
色

が
單

調

で

一
色
畫

の
樣

で

あ
る
。

(
一
七

六
)
河

に
添

ふ
た
土
手

の
色

が
單

調
で
流

が
動

て
居

ら
ぬ
。

(
一
七
七

)日

の
當

つ
て
居

る
感

じ

が
乏

し

い
、
色

が
單

調
で

印
刷

し
た

も

の

ゝ
如
く
變

化

に
乏
し

い
。

(
一
七
八

)
比
較
的
無
雜

の
作
で

あ
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

-



　
　

ス
ギ
タ
君

夕
陽

を
う
け
た
海
岸

の
繪

は
佳
作
で

あ
る
。

　
　

山

本
君

平
素

の
作

よ
り

一
段
落

ち

て
居

る
。

次

に
余

の
慨
評

は

向

つ
て
左
側

に
あ
る

　
　

ス
ギ
タ
氏

の
海

岸
夕
照

の
畫

は
心
も
ち

よ
く
日

が
映
じ

て

居

る
、
小
作
で
は
あ

る
が
忠
責

の
寫

生
で
あ

る
。

　
　
山

本
氏

海
岸

の
夕
　
殘

光
が
映
じ

て
そ
れ

が
海

に
倒
映

し

て
居

る
感
じ

は

よ
く
現
は
れ
て
居

る
、
そ
し

て
忠
實

の
作
で

あ
る
と

こ
ろ
を
大

に
と
る
。

温
泉
塲

の
夜

の
景
色

、
色

も
描
き
方

も
感

じ
も

よ
く
出

來
て
居

る
、
電
燈

が

い
ま
少

し
強
く
光

つ
た
ら
更

に
可
な
ら
ん

と
思

ふ
。

富

士
の
雲

は
少

し
堅
過
き
た
樣

で

あ
る
が
正
直
な
寫

生
で
あ

る
か
ら
感

じ

は

よ
く
現
は
れ

て
居

る
、
殊

に
中
景

の
濃
色

が
深
味
が
あ

つ
で
、
面
白

い
。

　

　
ホ

ン
マ
氏
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

夏

の
夕

の
道
路

山
水
で

、
色

は

よ
く
現
は
れ

て
居
る
が
、

一
調
で
變

化

が

な

い
か
ら
遠
近

が
現
は
れ

な

い
、
夕
陽

の
空
色

は
よ
く
現
は
れ

て
居

る
。

　

　

三
宅

氏

出
品

二
十
七
牧
、
場

中
氏

の
畫

を

以
て
充

さ
れ
て
居

る
、
流

石

に
專

門

家

だ
け
あ
り

て

一
段

の
光
彩

を
放

つ
て
居

る
。
然

し
て
海
岸

、
小
流

、
溪

流

平
原
、

森
、

林
、
空

、
雪

、
と

い
ふ
如

く
、
日
本

の
風

景

は
凡

て
描

て
あ

る
と

い
ふ
て
も
差

支
ひ
な

い
。

先

づ
概
評

す
れ
は
、
色

彩
が
乏
し
く
單

調

で
あ

る
、
凡

て
の
畫

に

い
ま
少
し
變

化
色

を
ほ
し

い
、
雨
『

又
は
大
作

の

溪
流
等

は
季

の
説

明

が
出
來

て
居

な

い
、
そ
し

て
水
は

凡
て
仝

じ
樣

に
感

ず

る
、
色

の
強

い
夏

の
溪

流
、
叉

は
夏

の
海
岸

、
初
秋

の
森
等

は
充
分
に

感

じ
が
現
は
れ

て
居

る
。
夕
暮

の
雪
景
色

は
色

の
調
子

が
よ
く
、
感
じ

も

充
分

に
現

は
れ

て
居

る
。

　
　

中
澤

氏

奈
良
が
面

白
く
感

じ
た

、
油
繪

よ
り
は
數

等

落

ち
る
。
大

作
で
海
岸

の
松
が
あ

る
が

、
松

が
強

い
色

で
地
面

が
弱

い
か
ら

調

和

し

な

い
、
が
地
面

の
色

に

い
ま
少

し
深
味

が

あ
つ

た
ら
佳
作

と
思

ふ
。
　

　
　

　

　

(
完

)

あ

る
朝
主
人

が
山

水
畫

を
か
く
の
を
見

て
ゐ
た

三

つ
の
女

の
子
、
靑

く
長

く
續

け

る
河
を
指

し
、
「
か

ア
ち

や
ん

こ
れ
は
何

に
」
「
そ
れ

は
河
で
す
」
「
筍

の
皮

」?
　

(
明
治

の
家

庭

)


